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きに伴う通風・採光及び同化作用の増加等が考えられ，

ある程度は倒伏防止に助長的役割りを果しているものの

ように推察される．

「菓身長×葉位高の総和」と「単位長当りの下位節間重」

を第5表に示したが，「菓身長×菓位高の総和」の大きな

区は特に豊熟の比較的進んでいない段階では，地上部の

重心の位置が高く安定性を欠くものと思われる・また「単

位長当りの下位節間垂」（A）は梓基の裁きと若干関係が

あるように推定されるが，この値が小さくてしかも「葉

身長×菓位高の総和」（B）の大きいもの，すなわち芸の大

きい区（ジベレリン・2．3．5T及び無数散布区など）は

この値の小さい区よりも倒伏易と推察され，事実収軽期

にはこれらの区ではある程度の倒伏がみられている．

収量は第6表にみられるように2．3．5T・2・4・5T及び

ナフクレソ酪酸を処理してもやや減収したが，2・4－D・

ギベレリン及びBPMを処理した区は明らかに減収し

た．収量と程重・澱粉残存率との関係は明らかでない・

3．結　　　　　語

倒伏防止を目的としたいろいろな薬剤を供試してみた

が，2．4－Dと比較的類似する反応を示すものとしてB

PMがあげられるが，2．4－D同様にある程度の減収は

まぬがれない．従ってこれらの薬剤による減収率と倒伏

による減収率とはいずれが高いかによって処理の可否が

決定されるべきであり，この場合には倒伏の早期予知が

必要となってこよう．

黒ポク水田土壌における燐酸用量に関する研究

樋　口　福　男・東　海　林　覚

（山形県農武尾花沢試験地）

山形県では尾花沢周辺から最上郡に亘って台地の水凹

はほとんど窯ポク土壌である．他にも鳥海・月山山麓が

標高の高い処に広く黒ポク土壌が分布しており・その面

掛は1万血と推定される．

近年これらの地域で開田事業が急増し，著しい増反を

示しつつある．一般にこれらの地域は冷水澤漑をしてい

るが強酸性であり，燐酸吸収係数が高く，今までの稲作

技術では低位生産が余儀ない地帯と見倣されていた．
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最近これらの黒ボク土壌では，燐酸増施の効果が蚊著

なことが東北農試の木谷技官等に依って明らかにされて

いる．尾花沢試験地でも昭和29年から苗代燐酸増施に始

まり，昭和32年からは本田燐酸増施に依る試験を圃場効

果の面で検討してきているが，安定多収上極めて顕著な

効果が認められたので，日下現地効果確認試験と併行し

更にこれらの施肥方法について検討実施中である．

今回は主として前者の内の燐酸増施についての試験成

置換性　置換性　CaO　　全N　全C　吸収係数
＋

CaO椚g MgO鷹g MgO戒β　％　　％　　N P205

6．40　　0．69　　7．04　　0．50511．14　62．61751

7．99　1．99　　9．98　　0．301　6．2165．31674

1．12　　0．09　　1．21　0．043　0．47　35．31223

内　　　　容

傭

10（7当り毎．

考

2．25毎幼穂形成期追肥．

窒素は石室・硫安，燐酸は過石・熔隣，加里は塩加とした．但し石窒と熔燐は全層施肥，硫安
塩加は植代掻き施肥として極力上層に施した．品種はササシグレを供試した．

過石及び
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注：挿枚は畑苗5月21日，水筒6月8日で75株の2本柾とした・

顕の概略を報告する．

1．試験内容及び圃場条件

この試験地一帯は開田後約35年を経ているので，下表

の土壌分析でわかるように可成り熟田化した旧円であ

る．

2．結果及び考察

燐酸増魔に依る特徴的な生育相は，分けつの推移・分

けつ茎の強剛・草色及び草姿である．すなわち燐酸増施

に従い分けつは促進し，葉巾は広く強健で初期から旺盛

な生育相を辿り（第1図），特に水口近く等の低温な処

ほど朗著な厭向を示す．しかし無燐酸区では当初から生

育が見劣りし，葉色は濃く葉山が狭く先端は尖り，茎数

が少なく，草姿はやや垂れ気味で，判然と見劣りがする．

・り亮′生態去●ムームふ●かム●ふ●ふ

第1図．畑風　水苗と燐酸用量に依る生育相の推移

なおこれらの幌向は畑苗と水苗に依り趣を異にし，畑苗

よりは水田が更に新著な傾向を示す．しかしながらこれ

らの無燐酸区も生育後半の7月下旬頃から生育は換って

標準区を凌ぐようになり，葉色が濃くて草丈も伸び旺盛

な生育相を辿るようであるが，これは第2図に示すとお

り水筒は畑苗に比べ本田施肥燐酸の影響が早期に多い結

果と推察される．これに対し畑苗は高濃度の甫体内燐酸

の素質が活着・初期生育に大きく影響しているので，水

筒よりは初期生育が旺盛で，本田無燐酸区さえ活着及び

初期生育が旺盛で，本田燐酸の初期に及ぼす影響は稀薄

されるのではないかと推察される．しかし水田は活着・

酸；炭水化物

初期生育の渋帯には本田燐酸増施の影響が大きく関与す

るので，無燐酸区は初期生育を不振化し，遅延的な生育相

を辿らせ．るが・生育後半期になり地力発現と相侯って生

育が快復するため標準区より旺盛な生育様相を皇するも

のと推察される．いずれにしても本田初期の生育義は，

その稲株の体内燐酸濃度と極めて高い相関を示している

ことは第3区忙示すとおりである．これはやはり寒冷地
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第3図．小暑の茎数と体内（菓身）燐酸含有率との関係
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のこれらの果ポク土壌では土壌の溶液燐酸が低濃度では

生体エネルギーの獲得が困難であり，高濃度燐酸含有の

稲株でなければならないのであって，これは第4図に示

す移植後の稲体内の燐酸の消長から見ても明らかであ

る．すなわち挿挟後30日の稲株は，本田無燐酸区の場合

は供試苗の体内燐酸含有率が3分の1も低下し，活着・

初期生育の生体エネルギーの狂得に消尽されているが・

本田燐酸増施区ではこれらの燐酸の吸収が始まり，3倍

燐酸区では約2分の1及び5倍の燐酸増区では約30％減

に止まっているのである．これらの成敵で明らかなよう

に本田初期の生育と体内燐酸濃度とが密接な関連がある

ま
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第4臥難と墓誌三に依る稲体内燐酸％の消長

ことからみて，苗の体内燐酸高濃度の如何並びに本田燐

酸増施の意義が初期生育の不振である寒冷地，黒ポク土

壌では極めて重要性を帯びているかが窺える．体内燐酸

は活着・初期に消尽されて一時下降を辿るが，その後施

肥された燐酸並びに地力燐酸等の発現に依り一時上昇し

高濃度となるがまた下降を示す．このような推移を示す

中で燐酸が多施された場合，体内燐酸濃度が初期から高

濃度を辿るため，低温下でも生体エネルギーは獲得され

第1図及び第3回に示すとおり極めて初期生育は旺盛な

点から見て，燐酸が生育の促進上極めて重要な役割りを

果している点が窺えるのである．しかしながら一般に燐

酸多施だけに依る場合，初期生育の旺盛が却って生育後

半に凋落を起させる傾向があるから，燐酸増施だけでな

く初期から窒素をも増施し関連させることが望ましいの

であって，これは第2図でも判るように稲株の組成分が

初期に窒素・燐酸ともにかなり高濃度で経過しても，出

穂当時頃は極めて低濃度で全く好ましい栄養生理を辿っ

ていることによって推察される．このような理由に依

り，燐酸増施に従い窒素の増量も関連させることは，従来

のように窒素だけを増施して生育量の拡大を図る場合と

は大いに趣きを異にするものであって，これらの安全性

のある要因を持っている方法では生育後半の活力的な生

育の保持，更に収量構成要素の拡大のための生殖成長初

期の窒素追肥等を考慮に入れるべきであろう．

なお，生育相的な特微

としては第5図に示すと

おり地下部の生育であ

る．普通窒素を主として

生育量の増大を図ると，

根部の生育は地上部に比

べて非常に見劣りするも

のであるが，燐酸増施は

板張りがよく吸肥力を強

め，初期生育が旺盛であ 町Nけ監

り草姿も強剛である．　　第5図．小暑頃の地下部の生育

鳥　　⊂　研け研時肘山

第6囲．収　　量　　比　　較

収量は第6図に示すとおり，畑箇（早栢）では無燐酸

区も600軸を上廻っているが，3・4及び5倍燐酸区はい

ずれも700極で，標準区に比べて1割内外の増収となっ

ている．しかしながら燐酸増肥区間の差は2％内外の差

異であり，とくに5倍燐酸窒素2倍区のような場合は有

効茎歩合・豊熟歩合が著るしく低下を示している点等か

ら推察すると，3倍燐酸窒素1．5倍区の当りが限度であ

ろう．これに対し水雷では4倍燐酸区が約20％の増収で

最高を示し，3倍と5倍区はおのおの5～6％の減少を

示している点からみて，水苗は畑苗に比べて更に燐酸増

雄が望ましいのではないかと推察される．

なおこの試験地圃場は上述のとおり無燐酸区さえ畑苗

では600ねを上廻る反収を示すもので，かなり熱田化さ

れた旧田と見倣されてよいので，下層土を天地返しする

ことにより（20e批）土壌の若返りを図った場合，どのよう

な結果を生ずるかを普通桝と比較検討してみた．その結

果，天地返し田は普通桝田と異なり第7図のとおり著る

しく有効茎歩合が高く，特に燐酸用量とともに顕著であ

った．なお，収穫物では第8図に示すようにいずれも豊熟
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第7図・普通桝と天地返し桝に依る燐酸用量と生育

歩合が高く，特に

燐酸増施ほど麒著

であったことであ

る．これは第9図

に示すとおり体内

燐酸の消長を比較

すると，初期生育

は天地返し耕区は

無燐酸区はもちろ

ん燐酸5倍区も普

通桝よりはやや低

濃度であったが，

後半出穂期以降は

極めて高濃度にな

って来ていること

である．更に珪酸

濃度が高いことが

特徴的である．な

おこれらの原因と

してはこの試験地

の原土分析表にも

示すように，原土
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第8図．SiO2含有率と
完全籾歩合

第9図．主要時期の燐酸％
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勘0臥毒地返志耕）の際の燐酸用量と収丑

の第2層附近は表土よりもアルミナ・鉄等が多く史に昔

土も極めて高くなっている．これらが天地返しにより一

応表土化されて来ているので，これまでの表土よりも施

肥された燐酸が吸着されたためと思われるが，後期にな

り出穂以降の吸収％の高い点等から見ると，これらの放

出と苦土の多い事柄が燐酸の吸収及び珪酸の吸収を高め

たものと思われる．これらの結果が総合されて出稔期以

降の合成・糖の代謝を極めて順調に経過させ，第8図に

示すとおり豊熟歩合を高めているのではないかと推察さ

れる，このように出穂期以降燐酸濃度の高いこと及び

珪酸／窒素の高いことが豊熟歩合を向上させ，第10図の

とおり収量は普通桝田と同一施肥量であっても天地返し

桝田が驚異的な多収をもたらしていること，及びこれら

の地帯の燐酸並びに窒素の増施に依る安定多収が顕著で

あることを考えるとき，最近課題となっている採耕トラ

クター使用に当って極めて注目しなければならない問題

点を指摘し得たものと思う．

水稲の早楷栽培とイモチ病の発生

桜　井　義　郎・関　沢　　博

（宮城県農試）

近年，水稲苗代耕種技術の発達並びに農薬の進歩によ　うなるかについて1957～1958年にわたり北日本病害虫研

って水稲は早植栽培となり，これが北日本寒冷地の稲作　究会の宿題研究として採り上げられ，各農武で一応の括

の安全栽培とも合致するので広く普及されるようになっ　采が得られている．ここでは宮城県の成績から特に早植

た・水稲が早植栽増された場合に主要病害虫の発生がど　栽培とイモチ病の発生との関係について報告する．


